















































































































































































































































男性 女性 NA 合計
早　稲　　田 64 35 1 100
64．O％ 35，0％ 1，o％ 100．O％
関　　　　西 ユ2 30 O 42
28．6％ 71，4％ O，O％一 100．0％
專　　　　修 I97 5 O 282
69．9％ 30．1％ o．o％ 100，0％
3　校合計 273 王50 ！ 424
64，4％ 、35－4％ O．2％ 100．0％
図表9　回答者の男女構成（アメリカ）
男性 女性 NA 合計
テキサス大学 45 82 0 127
35．4％ 64，6％ O．O％ 100．O％
ミソカン州立大学 50 68 O 1工8
42．4％ 57，6％ 0，0％ 100．O％
フロリダ国際大学 ユ4 52 2 68
20．6％ 76．5％ 2，9％ 100．0％
3　校　含　計 ユ09 202 2 313














経験あり 経験なし NA 合計
テキサス大学 67』 59 ユ ユ27
52，8％ 46，5％ 0．8％ 100．O％
ミンガン州立大学 26 92 0 ユユ8
22．0％ 78．0％ 0．O％ 100，O％
フロリダ国際大学 7 59 2 68
1O．3％ 86，8％ 2．9％ 100．0％
3　校　合　計 100 210 3 313




































小学校 小学生 申学生 高校生 大学 いまだと入挙 時代 蒔代 時代 又挙後 くに興昧 その他 NA 合計以前 はない
日　本 4 22 35 10C 230 3！ 1 1 壬24
0．9％ 5．2％ 8，3％ 23．6％ 艶、2％ 7．3％ 0，2％ 0，2％ 100，O％
アメリカ 4 8 22 95 166 ユエ 8 9 3ユ3

























広告に関する一般的な知識を得るため 236 55．7％ 158 57，9％ 78 52，O％
マーケティングー般に興味があるので ユ99 46，9％ ユユ7 42，9％ 8ユ 54，0％
【広告業界に興味があるので】 155 36，6％ 93 34，1％ 62 4ユ．3％
広告と消費者の関係を知るため 工49 35．1％ 88 32．2％ 61 40、ア％
メディアと広告の関係を知るため 99 23，3％ 59 2！．6％ 39 26．O％
【講義の時聞割が都合がよかったので】 80 18．9％ 60 22．O％ 20 ！3．3％
広告と社会・経済の関係を知るため 7ユ 16，7％ 44 16，1％ 26 17，3％
随当教員にひかれて】 67 15．8％ 39 14．3％ 28 ！8．7％
将来の職業として広告を考えて 59 13，9％ 29 ユ0．6％ 29 ユ9．3％
1人気科目なので1 51 11，7％ 19 12．7％！2．O％5．2％ ??
広告に対する批判的な冥味で 22 5．9％ 5 3，3％
【必修科目なので】 ユ4 3，3％ 9 3，3％ 5 3．3％
その他 5 4 1．5％ ！ 0，7％??????


















将来の職業として広告を考えて 18559－5％ 67 61．5％ 1ユ8 58．4％
［ポピュラーカルチャーとしての広告を学ぶため】 14446，3％ 45 41．3％ 99 49．O％
広告と消費者の関係を知るため ユ40 45，O％ 41 37．6％ 99 49．O％
広告に関する一般的な剣識を得るため 12339，5％ 4642．2％ 77 38．1％
メディアと広告の関係を知るため 11938，3％ 38 34．9％ 81 40．1％
マーケテイングー般に黒味があるので 11938．3％ 4036，7％ 79 39．1％
広告と社会・経済の関係を知るため n135．7％ 37 33．9％ 74 36，6％
広告に対する批判的な興味で 78 25．I％ 26 23．9％ 52 25．7％
その他 5718－3％ 14 ユ2，8％ 43 21．3％
膜は他の学科に入りたかりた】 29 9．3％ ユ0 9，2％ ユ9 9．4％
［友入や両親が広告を勧めたので】 29 9．3％ ユ2 11．0％ 17 8．4％
肱告以外に臭味がないので】 10 3，2％ 4 3，7％ 6 3．O％
一有名な教授の講義が受けたくて】 4 1，3％ 2 L8％ 2 ユ．0％




















広告が消費者に与える心理的な影響 52．196 36．8％ 8．O％ ！，9％ 1，2％
広告と消費者の関係 43．2％ 40．3％ 13．9％ 2，4％ 0，2％
実際の広告物やコマーシヤルの鑑賞 40．3％ 43，4％ 14，9％ 1．2％ 0．2％
広告とマーケテイングの関係 38．7％ 39，6％ 17．5％ 4．0％ 0．2％
広告やコマーシャルができるまでの流れ 35．6％ 48，6％ 13．9％ 1．7％ O．2％
広告業界の仕組みや仕箏の内容 33．3％ 44．3％ 18．2％ 2，6％ 1，7％
広告とメデイアの関係 30．9％ 43．6％ 20．O％ 5．0％ O，5％
広告とブランドの管理 28．1％ 36，8％ 29．2％ 5．7％ 0，2％
広告制作の実技的なこと 22，6％ 31，8％ 38．2％ 6．6％ O．7％
現代祉会における広告の意義 2！．9％ 43．9％ 29．2％ 4．0％ o．9％
広告計圃全体の流れ 20，3％ 56，！％ 17．9％ 4．2％ 1．4％
広告と経済や社会との関係 17．9％ 42，5％ 31．8％ 7，3％ O．5％
メデイア・ブランニング ユ6．3％ 39．6％ 30．9％ 12，5％ 0，7％
広告に対する批判的な槻点 ユ3．9％ 36，6％ 43，2％ 5．9％ 0．5％
広告の効果測定法 13．4％ 35．4％ 40．6％ 9，9％ O．7％
広告に関する調査の方法 13．0％ 40．1％ 37，5％ 8，7％ 0．7％
広告予算の立案方法や広告費 1！．3％ 37，0％ 44、ユ％ 6．6％ O．9％
広告の規制 ユ！．ユ％ 37，0％ 45，0％ 6．6％ O．2％
広告の歴史 9．4％ 27，4％ 53．／％ 9，7％ O．5％















広告計画全体の流れ 74．！％ 20．8％ 2．2％ ！、3％ 1，6％
広告やゴマーシャルができるまでの流れ 71七6％ 22，7％ 3．2％ 1．6％ 1．C％
広各と消費者の関係 7L2％24．9％ L　O％ ユ．0％ 1．9％
広告制作の案技的なこと 64，9％ 24，9％ 8．3％ ユ．3％ O．6％
現代社会における広告の意義 60．4％ 30，7％ 6，4％ 1．3％ 1，3％
広告業界の仕組みや仕事の内容 59，7％ 3ユ．O％ 5．4％ L6％ 2．2％
広告とマーケテイングの関係 58．5％ 33－2％ 6，4％ O，6％ ユ．3％
広告の効果測定法 57，2％ 32，9％ 7，7％ 0．6％ 1．6％
広告と経済や社会との関係 52．7％ 37．1％ 7．3％ 1．6％ L3％
広告とブランドの管理 52．1％ 38．3％ 5．8％ 2．2％ 1．6％
広告とメディアの関係 49．5％ 39．C％ 6，7％ 3．2％ L6％
肱告と社会的責任】 48．9％ 35．8％ ユ1，5％ 2，9％ 1．0％
実際の広告物やコマーシャルの鑑貧 46．6％ 39．9％ 8．9％ 3．2％ ！、3％
広告が消費者に与える心理的な影響 46．3％ 41，9％ 8．O％ 1，6％ 2．2％
広告の歴史 43．8％ 38，7％ 12．1％ 3．5％ 1．9％
【インターナシ目ナル、グローバル広告】 42，5％ 43．1％ 10．2％ 2．9％ 1．3％
広告予算の立案方法や広告費 42．2％ 40，9％ 12，1％ 2．9％ L9％
広告の規制 41．9％ 38．3％ 15，0％ 2．9％ 1，9％
メディア・プランニング 41．5％ 35．8％ 17．9％ 3．2％ L6％
広告に関する調査の方法 4ユ．2％ 41．5％ 1L8％3．5％ 1．9％
：インターネット広告】 40．9％ 4ユ．9％ 12，1％ 3，5％ 1．6％
アカウント・プランニング 39．0％ 36，1％ 19，2％ 4．8％ 1．O％





















広告計圃全体の流れ 54．0％ 40，1％ 3．ユ％ 1．7％ ユ．2％
実際の広告物やコマーシャルの鑑賞 52．4％ 43．9％ 2，4％ O．7％ 0．7％
広告の効果測定法 52，1％ 36．6％ 7．1％ 3．8％ 0．5％
広告の規制 50，9％ 41．O％ 4．5％ 2．8％ O．7％
広告予算の立案方法や広告費 45．8％ 43．4％ 5．7％ 4，2％ o．9％
広告とメディアの関係 42．7％ 49．5％ 2．4％ 4．7％ O．7％
広告に関する調査の方法 42．5％ 44，3％ 8，0％ 4．5％ O．7％
広告とマーケティングの関係 40．3％ 51，4％ 2．4％ 5，2％ 0．？％
メデイア・ブランニング 37．0％ 46．0％ 4．O％ 12．3％ 0．7％
広告が消賓者に与える心理的な影響 30．9％ 54，2％ 7，1％ 6．8％ 0．9％
現代社会における広告の意義 30．4％ 55，2％ 6．1％ 7．3％ 0．9％
広告やコマーシャルができるまでの流れ 30，2％ 58，O％ 7．5％ 3．5％ O．7％
広告と消費者の関係 30．0％ 57．1％ 5，2％ 6．8％ 0．9％
広告の歴史 27．4％ 57，8％ 9．2％ 5．O％ 0．7％
広告業界の仕組みや仕事の内容 24，3％ 61．8％ 7，3％ 5．0％ 1．7％
広舎とブランドの管理 16，7％ 58．5％ 11，6％ ユ2，5％ O．7％
虞告と経済や社会との関係 15．8％ 53．3％ 14，9％ 15，3％ O，7％
アカウント・ブランニング 10．1％ 41，5％ 1L6％35，8％ 0．9％
広告制作の実技的なこと 8，5％ 46．2％ 32．5％ lL3％L4％















メデイア・プランニング 76．7％ 10．9％ 1－9％ 7．3％ 3．2％
広告制作の実技的なこと 63．6％ 20．8％ 2．6％ 工O，5％ 2，6％
広管に関する調査の方漆 59．4％ 22．7％ 2．9％ 11，8％ 3．2％
広告計衝全体の流れ 55．O％ 32，9％ 2．6％ 6，4％ 3．2％
肱告と社会的責任】 54．O％ 29，4％ 3．8％ 1C．2％ 2．6％
［インターネット、グローバル広告】 52．4％ 23．0％ 4，8％ 16，9％ 2．9％
アカウント・プランニング 44，4％ 33，5％ 6，1％ 12，5％ 3，5％
現代社会における広告の意義 41．9％ 44．7％ 0．6％ 9．9％ 2，9％
広告やコマーシャルができるまでの流れ 39，6％ 30．7％ 5，4％ 21，4％ 2，9％
広告が消費者に与える心理的な影響 39，3％ 4！．9％ 4．2％ u，8％ 2．9％
広告とプランドの管理 39．3％ 41，9％ 2．9％ 12．8％ 3，2％
広告と経済や社会との関係 33．2％ 49，2％ 2．6％ 12．1％ 2．9％
広告の規制 32．6％ 47．6％ 3．8％ 13，1％ 2，9％
一インターネット広告】 31．O％ 37．1％ 6．4％ 22．7％ 2．9％
広告と消費者の関係 30，4％ 55．6％ ユ．6％ 9．3％ 3．2％
広告とメデイアの関係 29．4％ 49，2％ 2．2％ 15，7％ 3，5％
広告予算の立案方法や広告費 28．1％ 52，7％ 3．8％ 1ユ、8％ 3．5％
広告の歴史 24．3％ 47．9％ 8．3％ 16，6％ 2，9％
広告とマーケテイングの関係 23，0％ 59．1％ 3．5％ 1L5％2．9％
実際の広告物やコマーシヤルの鑑賞 18，8％ 43．5％ 8．6％ 25．6％ 3，5％
広舎に対する批判的な視点 15．3％ 56．9％ 6，1％ 17．9％ 3．8％
広告の効果測定法 15．O％ 60．4％ 6，7％ 15．O％ 2，9％



































広告が消費者に与える心理的な影響 65．8％ 29，5％ 3．5％ O，2％ 0．9％
広告と消費者の関係 63，7％ 30．7％ 4．5％ 0，5％ o．7％
広告とマーケテイングの関係 60．6％ 34．4％ 3．8％ O．5％ O．7％
広告計画全体の流れ 59．0％ 34．2％ 4．5％ O．7％ 1．7％
広告とメディァの関係 53．5％ 42，O％ 3，5％ 0，O％ o，9％
現代社会における広告の意義 46．9％ 4ユ．O％ 9．7％ O．9％ L4％
広告の規制 45．8％ 44．8％ 6．8％ ！．9％ O，7％
広告の効果測定法 43．9％ 43．4％ ユ1．1％ O，7％ O．9％
広告業界の仕組みや仕事の内容 40．ユ％ 46．O％ 11，3％ 1．4％ ！．2％
実際の広告物やコマーシャルの鑑賞 39．4％ 5L2％8．3％ O．5％ O，7％
広告と経済や社会との関係 39．4％ 49．5％ 8，7％ 1．7％ 0，7％
広告に関する調査の方法 39．2％ 47．2％ 11．3％ 1．7％ O．7％
メディア・プランニング 37．7％ 50．7％ 9．4％ 1，4％ O，7％
広告やコマーシャルができるまでの流れ 37．O％ 48．3％ 10．6％ 2．8％ 1．2％
広告予算の立案方法や広告費 36．3％ 49．8％ 12，0％ o．9％ o．9％
広告とブランドの管理 35．4％ 51．4％ 11，8％ 0，7％ O．7％
広告に対する批判的な視点 32．8％ 50．2％ 14．4％ 1，9％ O，7％
アカウント・プランニング ユ8．4％ 45．5％ 28，3％ 7，1％ O．7％
広害制作の実技的なこと 17，O％ 39．9％ 30．0％ 12．5％ 0．7％














必要 必要 とも言 不要 NAえない
広告計画全体の流れ 80，2％ 13．7％ 1．6％ O，6％ 3，8％
広告制作の実技的なこと 74，8％ ！6，9％ 3．2％ L0％ 4．2％
庄告と消費者の関係 73，8％ 20，1％ 1．3％ 0，6％ 4．2％
広告業界の仕組みや仕事の内容 72，2％ 19．5％ 2．9％ 1．O％ 4．5％
広告とブランドの管理 69．3％ 24．O％ 2，2％ 0，0％ 4．5％
広告やコマーシヤルができるまでの流れ 69，0％ 23，6％ 2，2％ 1．3％ 3，8％
メデイア・プランニング 68．4％ 22．7％ 4，2％ O．6％ 4．2％
広告が消費者に与える心理的な影響 68．1％ 24，O％ 3，2％ 0．3％ 4．5％
肱告と社会的責任】 67，7％ 24，3％ 3，5％ O．6％ 3，8％
広告の効果測定法 66．8％ 24，O％ 4，2％ 0．6％ 4．5％
アカウント・プランニング 64，5％ 24．3％ 6．1％ 1．0％ 4．2％
【インタHナショナル，グローバル広告】 62，9％ 28．4％ 3．8％ O．6％ 4．2％
広告の規制 62，0％ 26，5％ 6，7％ 1，O％ 3．8％
広告と経済や社会との関係 61．7％ 29．1％ 4，8％ 0．3％ 4，2％
広告とマーケテイングの関係 61．C％ 29，7％ 4，8％ 0．3％ 4，2％
広告予算の立案方法や広告費 60，7％ 29，1％ 5，8％ 0．6％ 3．8％
現代社会における虞害の意義 59由ユ％ 33，9％ 2．6％ 0，6％ 3，8％
広告に関する調査の方法 57，5％ 31・㈱ 6．4％ O，6％ 4，5％
広告とメディアの関係 54，0％ 34，8％ 6．7％ 0，3％ 4．2％
【インターネツト広割 51．8％ 36．7％ 6，1％ 1，6％ 3．8％
案際の広告物やコマーシヤルの鑑賞 40，6％ 40，6％ 1L2％3．5％ 4－2％
広割二対する批判的な視点 40，3％ 41，9％ ！0，2％ 3，2％ 4．5％




























全体 23．8％ 52．1％ 19．6％ 3，8％ 0，2％ 0．5％ 100．0％
男性 27，8％ 49．8％ ユ8．7％ 2．9％ 0．0％ 0．7％ 100．0％







全体 41，2％ 40．9％ 7，7％ 3．5％ 1，0％ 5．8％ 100．O％
男憧 43．1％ 40．4％ 7．3％ 1．8％ 1．8％ 5．5％ ユ00．0％
女性 40．6％ 41．6％ 7，4％ 4．5％ 0．5％ 5．4％ ！00．O％
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貝米の学生意識謂査に見る大学での広告教」育の現」状と’課題
　　図表23将釆就きたい広告関連」の職業
163
日　本 アメリカ
この中に希望する職業はない 41，3％ 4．5％
CMブランナ｝ 22．4％ 32，6％
広告主企業の広告部門での仕事 15，6％ 24．O％
コビーライター ユ3．9％ 25，6％
広告会社の営業職 13．4％ 13．1％
媒体社の広告部門での業務 1O，6％ 14．1％
広告主企業のブランド・マネジャー 9．4％ 27．5％
グラフイック・デザイナ］ 6，8％ 21．4％
広告会社の媒体担当者 6，4％ ユ7，3％
アート・デイレクター 5，9％ 27．5％
広告関連の調査繋務 5，2％ ユ0，2％
メデイア・プランナー 5．2％ 29．！％
インターネット広告のメデイアレツプ 3，3％ 8．3％
広告評論家 3，1％ 2ユ．工％
広告会社の研究開発職 2，6％ 16．9％
広告研究者 2，4％ ユ2，8％
アカウント・プランナF 2．1％ 37．1％
アカウント・エグゼクテイブ ！．7％ 41．9％
広告関連団体での業務 工．2％ 8，o％
広告負主規制機関での業務 O，2％ 5，4％
〔メデイア・バイヤー】 19．5％
無答 6，1％ 壬．8％
I】が付いている項則まアメリカのみでの選択肢
は目本の広告論への満足度と同じような数字だが，全体では40％以上が「非常
に満足」と答えているところが特徴的である。
⑨将来就きたい広告関連の職業
　広告関違」の職業にどの程度興味を持っているかをたずねた結果が，図表23で
ある⑪日本の学生一の場合には，広告専攻ではないので，当然のことながら「こ
の中に希望する職業はな刈という回答が一番多い、しかし，「CMプラン
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ナー」「広告主企業の広告部門での仕事」「コピーライター」「広告会社の営業
職」「媒体社の広告部門での業務」などは人気があるようだ。実際に，大学で
はCMプランナーやコピーライターになるための教育がなされているわけでは
ないので，このあたりは職業イメージに基づくあこがれに近いものではないか
と思われる。広告会社，媒体社に関しても大学生に人気のある企業であり，上
位にあがっているのは理解できる。
　一方，アメリカの学生は「アカウント・ヱグゼクティブ」「アカウント・プ
ランナー」を初めとして「CMプランナ」6）」「メディア・プランナー」「アー
ト・ディレクター」など広告会社，広告制作会社等での仕事を目指しているこ
とが理解できる。実際に大学で学んだことを生かせる職種が上位にあがってい
ると言ってもいいだろう。広告会社の媒体担当者，研究開発職，営業職などは
どちらかというと下位になっており，ただ単に広告会社に入れればいい，とい
うより，自分の知識や得意なことを生かしたいという気持ちが強いことがうか
がえる。
　アメリカの大学のカリキュラムが，クリエイテイブ，メデイア，アカウン
ト・プランニングなど自分白身をさらにスペシヤライズできるように組み立て
られているので，漢然とした職種より具体的な仕事がわかるようなところに希
望が集まっているとも考・えられる。
⑩大学生活全般に期待すること
　最後の質問は，広告教育だけでなく，大学生活全般に対する意識をたずねた
ものである。12の項目について，大挙生活において「非常に期待している（5
点）」から「全く期待していない（ユ点）」までの5ポイントで答えてもらっ
た。図表24は，5ポイント尺度から言十算した，各項目の平均点である。
　日本の学生は，大学生渚を社会に出るまでのモラトリアム期間として過ごそ
うと考えていると言われるが，アメリカの学生と比べてみるとそれははっきり
とわかる。日本の学生の平均点が高かったのは，「学生生活を楽しく過ごす」
　ユ64
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　　図表24大学生活全般に期待すること
ユ65
日本 アメリカ
学生生活を楽しく過ごす 4．52 3．56
友人との親交を深める 4．38 3．95
広く一般的な教養や知識を身につける 4．23 4，22
論理的に物事を考える力を身につける 4．23 4．6？
将来の職業に実際に役に立つ技術を身につける 4．20 4．η
就職して社会人になる前の猶予期間として過ごす 3．61 2，5且
就職に有利な業績や作品を完成させる 3，60 4．49
資格や免許の取得を容易にする 3．54 4．／0
有名な教授の講義を受ける 3．49 2．95
率業生と強力な関係を築く 3，16 3．1O
有名大学を卒業したという事実を作る 2，96 4．26
学位を取得する 2．83 4，77
数字は非常に期待している（5点〕～まったく期待していない（ユ点）の平均点
「友人との親交を深める」「就職」して社会人になる前の猶予期間として過ご
す」と「有名な教授の講義を受ける」の4項目であった。
　日本の学生が期待している項目を順にあげると，「学生生活を楽しく過」ごす
（4．52）」「友人との親交を深める（4．38）」「広く一般」的な知識や教養を身につ
ける（4．23）」「論理的に物事を考える力を身につける（4．23）」「将来の職業に
役に立つ技術を身につける（4，2）」となっている。逆に，あまり期待していな
いと思われるのは「学位を．取得する（2，83）」「有名大学を卒業したという事実
を作る（2．96）」「卒業生と強力な関係を築く（3．16）」といった項目である。
日本の学生にとっては，大学は楽しく生活するところであり，しっかり勉」強し
て卒業することで学士や修±といった学位が取得できる場とはとらえられてい
ないようだ。日常的に，日本では「大学を卒業する」とは言うが，「学位を取
得する」とはあまり言わないことも関係しているだろう。
　アメリカの学生が期待していることを順にあげると，「将来の職業に役立つ
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技術を身につける（4．77）」「学位を取得する（4．77）」「論理的に物事を考える
力を身につける（4・67）」「就職に有利な業績や作品を完成させる（4．49）」「有
名大学を卒業したという事実を作る（4．26）」「広く一般的な教養や知識を身に
つける（4・22）」「資格や免許の取得を容易にする（4．1）」などがすべて4ポイ
ント以上になっている。
　逆にあまり期待されていないのは，「就職して社会人になる前の猶予期問と
して過ごす（2・5ユ）」「有名な教授の講義を受ける（2．95）」「卒業生と強力な関
係を築く（3．ユ）」である。とはいえ，「友人との親交を深める（3，95）」や「学
生生活を楽しく過ごす（3－56）」といったことはやはり期待されていると考え
ていいだろう。
　大学ではまず実際に役に立つことをしっかり学びたいと考えるアメリカの学
生に対し，日本の学生は友達と楽しく過ごしながら広く教養や思考力を身につ
けたいと考える。広告教育に限って考えれば，日本の大学では広告業界ですぐ
に役立つことを教えているとは言えないが，むしろ一般的な知識として広告を
学ぶ上では意味があるのかもしれない。
4．これからの広告教育に求められる方向
　調査の緒果から見ると，日本の学生は広告論を消費者行動，心理学，マーケ
ティング的な視点で学びたいと考えているようだ。受講前には，「広告論では
実際のテレビ・コマーシャルを見せてもらえて楽しそうだ」というような期待
感が強いが，講義を受けた結果，ただ楽しいというだけでなく，広告論で扱う
内容の幅が理解されていると言えよう。ただコマーシャルを見せておもしろお
かしく講義をするだけでは不適切であるし，学生の期待に応えられないのは言
うまでもない。
　アメリカの学生は，広告学科に多くの期待を抱いて入学している。とくに，
卒業後広告業界で働く上ですぐにでも必要な知識や技術を習得したいという希
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望が強い。彼らが期待し，重要だと考えているのにもかかわらず，広告学科で
は十分に提供されていないと思われる教育内容に関しては，広告学科の課題に
なるだろう。
　「広告の歴史」は日米ともに人気がないが，イリノイ大学が2001年秋から採
用している新カリキュラムではこの分野が重視されている。表面的な広告の理
解ではなく，物事の背景や起源を知ることの意義も学生には理解してもらいた
いところである。
　最近では事情も変わりつつあるだろうが，従来の日本企業は，新入社員を社
内教育することが多く，専門知識を振りかざす新人より，会社のカラーに染め
やすい新人を求めるといわれた。また，新入社貝として企業に課用されると，
その日から「社会人」として学生時代とは全く違った価値観で生活せざるを得
なくなると考えている学生も多い。このような事情を背景として，大学生活全
般への期待に関する縞果を見ると，日本の学生が大学に一番期待しているのは
楽しい学生生漬であるということが理解できる。
　もちろん，学生が大学で勉強することを期待していないわけではない。r広
く一般的な教養や知識を身につける」「論理的に物事を考える力を身につけ
る」といった，将来どの分野に進んでも意味のある知識への期待はやはり高
い。
　しかし，「将来の職業に役に立つ技術を身につける」という意見もこれらに
次いで高いのである。目本の大学生が「技術を身につける」ことにこれほど肯
定的な考えを持っているというのは一つの驚きであった。従来の大学教育で
は，技術を教えることにあまり重点を置かず，むしろそれは大学教育で扱うべ
きではないと考えていたのではないだろうか。現代の大学生は，一般教養的な
教育だけではなく，すぐに役立つ技術を大学で教えるべきだと考えるように
なっているようだo
　アメリカの広告学科の学生は，大学を単に楽しい時間を過ごす場所ではな
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く，将来の職業に直結した自分の価値を高める場所と考えている。しかも，具
体的に形になったものを強く求める傾向が読みとれ，「学位」「業績，作品」
「資格」などが重要だと考えている。大学を卒業するときには，自分を明確に
差別化するものを身につけていることが当然ということである。大学時代をモ
ラトリアムと考えるなどと口にすることはない。しかし，大学生活をまったく
勉強だけで過ごしたいというわけではない。日本の学生と比べるとポイントは
低くなっているが，「友人との親交を深める」「学生生活を楽しく過ごす」も重
要だと考えられているのである。
　調査’全体を通して，学生の多様な要求にいかに応えるか，また学生の興味は
低いが扱う価値のある内容をどのように講義すべきかといった課題が浮かび上
がってくる。アメリカの広告学科においても学科名変更やカリキュラム変更が
検討されている現在，本調査の結果はなんらかのヒントを提供できると思われ
る。
　本研究は，財団法人吉田秀雄記念事業財団より2001年の研究助成金をいただ
いたものである。本調査に際しては，テキサス大学のジェフ・リチャーズ教
授，メアリー・サープ助教授，ミシガン州立大学のメアリー・アリス・シェー
バー教授，キャリー・ラフェル助教授，フロリダ国際大学のパトリシア・ロー
ズ教授（所属はすべてと調査当時のもの），早稲田大学の亀井昭宏教授，関西
大学の植條則夫教授，専修大学の石崎徹助教授にご協力いただいた。この場を
お借りして心からお礼を申し上げたい。
激1〕調査は首都30㎞圏，満15歳～65歳の］般男女個人を対象に2001年6月28日㌔7月11日に行わ
　れ。振り出しサンプル数は1778，回収数は757，分析対象となったのは720サンプルである。
　12〕この数は，各大学掌部で同一の担当者が同一の名称の科目を複数持づている場合にも1譲座と
　　しているので。実際に關講されている講座の数はこのとおりではない。たとえば，早稲田大学商
　学部の広告論の場含，5クラス開講されているが、2人の教員がそれぞれ2クラスと3クラス担
　当しているので。講座の籔としては2とされている、
（3）例外として1大阪芸術大学芸術掌部（6講座），多摩美術大学美術学部（4講座），東海大学文
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　学部｛5講座）壷日本太学芸術学部（6講座）がある（いずれも2003年の「太学広告関連講座調
　査」より〕
（4〕最新版（2004年版）は以下のネット上で確認したものである。
　　httP：〃ocea・、ot・．・sm・d・ブw蜘504／wsig／statei・d飲，htm1
（5〕工4校は次のとおりである。U皿wers三t｝o＝Fユorid軋Michiga皿State　U珂iversit汎BostoηUnivers1軌
　U皿iwrsity　of　T跳as且t　Austm．Uniwr葦ity　of　Georgia，Un三versi咳⑪｛Nebraska，Unwerslty　of
　M1ssour1．University　of　nlmols1Unj悦rSity　of　Temess鰍S⑪uthem　Meぬodi銚U皿iverSlty，Universi－
　ty　of　Alaba1肌Rown　Umws軌Fl⑪rida　hteτ皿atio醜mniw靱ty，Marq口et亡e　Uniw肌tyく学土卒
　業生’数の多い順）
（6）CMプランナーという言葉はアメリカでは使わ矛していないため，実際の調査票ではC．eat．Ye
　d1reotoroftelevisio皿Co皿皿erOia1彗としているo
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